










■廃棄物排出事業者責任の対応

　廃棄物の収集時には、立会い確認を行っています。又、廃棄物の処分、収集業者につい
て１回／年の頻度で現地確認を行っています。２００９年度は１７社の業者について視察
確認を実施しました。

〔確認項目〕 〔確認項目〕

・産業廃棄物の運搬車の表示 ・廃棄物の保管状況

・運搬時の飛散防止状況など ・安全対策、マニフェストの管理状況など

■環境リスク対策

　２００９年度も社外に影響する事故やクレームはありませんでした。
緊急事態が想定される設備・活動については、緊急事態を想定した訓練を定期的（１回／年）
に行なっています。
　緊急事態が想定される施設を新設する場合、緊急事態に備えた異常検出装置を設置したり
漏洩しても外部に流出しないよう地下ピットを設置しています。

■教育・訓練

　環境関連法規制への対応、環境マネジメントシステムの構築等、環境リスクを低減する
ために環境教育は欠かせません。
　当社で働く関係者ひとり一人が知識と意識を持つことで「環境にやさしい企業」を目指
しています。

・年１回の環境教育を行ってい ・環境に影響を与える可能性のある ・内部監査員を対象に勉強会を

　ます。   業務の従事者、又は法規制の管理 　開催し、システムの変更ポイ

・定期的に環境ワンポイトレッ   責任者等は、社外研修や定期的な 　ント説明及び審査時の判断の

　スンを実施して知識を高   訓練を行っています。 　基準等の目合せを行っていま

　めています。 　 　す。
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一般 内部監査員教育専門教育

　環境リスクの低減（１）

廃棄物収集時の立会い

防液堤と地下ピットの設置（排水処理施設）漏洩を想定した訓練（危険物倉庫）

廃棄物の処分・収集業者の視察



■環境関連有資格者

　 　２００９年度は、環境社会検定１８名、特別管理産業廃棄物管理責任者２名、ＣＥ受入
側保安責任者１名、乙種４類危険物１名の計２２名が資格を取得しました。
[有資格者数（2010年3月末）]

公害防止 大気（２種） 高圧ガス ＣＥ受入側保安責任者

管理者 水質（２種） 製造保安責任者（乙種機械）

騒音／振動 製造保安責任者（丙種化学）

ダイオキシン類 製造保安責任者（冷凍機械2／3種）

廃棄物 特別管理産業廃棄物管理責任者 安全衛生 特定化学物質等作業主任者

省エネ エネルギー管理士 有機溶剤作業主任者

危険物 甲種 ＥＭＳ 内部環境監査員

取扱者 乙種（１～６類） 環境社会検定

丙種

　２００３年より当社の環境への取組みについて環境・社会報告書を発行し、利害関係者
に配布しています。

社内イントラを活用して環境情報の
共有化と環境意識の啓発化を図って
います。
  毎月、環境ワンポイントレッスン
を作成し、社内イントラで公開して
います。

■環境情報対応（届出・報告など）

その他届出 産業廃棄物搬入事前協議書

報告書・アンケート 省エネ法定期報告書、産業廃棄物処理計画・実績報告、利害関係者から

のアンケート、産業廃棄物管理票交付等状況報告書など
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　環境リスクの低減（２）

３

１７

５２２

３

１

種類 資格名

１２ ３０

３４

３ １２５

人数

３

環境情報として主に対応した内容項目

５８１合計

受付での配布 ウエブサイトで公開

http://www.s-takaya.co.jp/

■利害関係者への情報公開

■社内への情報伝達

環境１９９

　環境コミュニケーション

７９

１０

５

３

種類 資格名 人数



　 ■歴史（環境関連） ■過去の主な受賞

１９８８年１０月 特定フロン（洗浄）全廃活動の開始 １９９１年１０月 環境緑化優秀工場

《シャープグループ方針》 ●岡山県緑化推進委員会会長賞

１９９２年　５月 フロン１１２（洗浄）全廃の達成 １９９６年１１月 電気保安功労事業所

１９９２年　９月 フロン１１３（洗浄）全廃の達成 ●通商産業局長表彰

１９９９年　９月 ＩＳＯ１４００１の認証を取得 ２０００年　２月 エネルギー管理優良工場

（審査機関：日本環境認証機構） ●通商産業局長表彰

２００３年　５月 ＰＦＣ（洗浄）全廃を達成 ２０００年１０月 高圧ガス優良製造事業所

２００４年　３月 ゼロエミッションの達成 ２００２年　１月 エネルギー管理優良工場

●資源エネルギー庁長官賞

２００５年　９月 ＩＳＯ１４００１：２００４年版 ２００３年　８月 電気保安功労事業所

への移行登録 ●経済産業大臣表彰

２００５年　２月 岡山県エコ事業所

● 「一般事業所」部門認定

● 「ゼロエミッション」部門認定

 ＩＳＯ１４００１ 国際標準化機構（ISO）が定めたISO14001Sのうち中核となる規格

 環境マネジメントシステム マネジメントシステムの一部で環境方針を策定し、実施し、環境側面を

（ＥＭＳ） 管理するために用いられるもの

 コンプライアンス 事業活動を行う上で、法令や各種規則などのルール、更には社会的規範

などを守ること

 環境側面 環境と相互に影響することがある活動など。

エネルギーや資源の使用や汚水、廃棄物、大気汚染物質の排出など

 サーベイランス 環境マネジメントシステムが維持されているかどうか確認するための

第３者審査

 ＢＯＤ 水中の有機物が微生物の働きによって分解されるのに要した酸素の量

（生物化学的酸素要求量） で示した水質の指標

 ＣＯＤ 水中の被酸化性物質を酸化するために要した酸素の量で示した水質の

（化学的酸素要求量） 指標

 ＳＳ 水中に浮遊し溶解していない物質の総称

（懸濁物質）

 ＮＯｘ 燃焼によって空気中の窒素分が燃焼で酸化して発生するガス

（窒素酸化物） 酸性雨や光化学スモッグの原因物質

 ＳＯｘ 石油などに含まれる硫黄分が燃焼して発生するガス

（硫黄酸化物） 刺激性ガスで気管支炎などを引き起こす

 全炭化水素 大気中の炭化水素(HC)の測定に用いられているメタン(CH4)と非メタン

（ＴＨＣ） 炭化水素(ＮＭＨＣ)の両者の合計

光化学スモッグを発生させる原因物質の一つである

 ゼロエミッション 事業活動に伴い発生する排出物を有効活用し、廃棄物として処理される

ものがないことを意味する

 ＰＲＴＲ 有害性のある多種多様な化学物質が、どのような発生源からどれくらい

 (化学物質排出移動量届出制度） 環境中に移動したかというデータを把握・集計し、公表する仕組み

 ＭＳＤＳ 化学物質が含まれる原材料などを安全に取り扱うために必要な情報を

（化学物質等安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ） 記載したもの

 岡山エコ事業所 「岡山県循環型社会形成推進条例」に循環型社会の形成のための取組み

認められる事業所を県が認定する制度

 ＰＦＣ ＩＣや製造工程で使用されるＣ２Ｆ６などのガスでＣＯ２の数千倍の

（パーフルオロカーボン） 温暖化係数を持っているガス

 ハロゲンフリー化 臭素系難燃剤が含まれていない封止樹脂

 ＴＰＭ 全員参加の生産保全／総合生産保全主に製造業において導入されている

（total productive maintenance） 全社的設備管理手法で、生産設備システムのライフサイクル全体を対象

に、生産効率を阻害するロスの発生を未然防止することを目指して、人

・設備・企業の体質改善を図る総合的活動
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説 明用　語

　歴史・主な受賞

　環境用語の説明



　ＣＳＲに対する基本方針を理念的に掲げたものとして「シャープタカヤ企業行動憲章」と
従業員の行動基準を定めた「シャープタカヤ社員行動規範」を制定しています。

　社是・社訓の精神に基づき、健全な事業活動を推進し、社会の持続的発展に貢献します。
そのためには法令遵守はもとより、良き企業市民として社会的責任を果たし、全ての関係
者からの信頼を得て、企業価値を高めていくための行動指針として､｢シャープタカヤ企業
行動憲章」を制定しました。
　企業行動憲章を具体化するために、さまざまな取組みを進めています。

●顧客満足の向上 ●活力ある職場環境

●健全な企業活動の実践 ●地球環境保全への貢献

●情報開示・情報資産の保護 ●地域社会との調和

●人権の尊重 ●企業行動憲章の実践

■ＣＳＲ推進項目

　企業理念・法規制順守を徹底するために、電子情報技術産業協会（JEITA）サプライチ
ェーンＣＳＲ推進ガイドブックに基づいてＣＳＲの取り組みを推進しています。

・経営方針へのCSRの明確化 ・｢企業行動憲章｣｢社員行動規範｣に

・CSRに関する行動規範の策定 　よるＣＳＲ推進項目の明確化

・CSR推進状況の社外公表 ・｢環境・社会報告書」を使用した

　社外への公表

・労働基準法、男女雇用均等法 ・就業規則等による明確化

　への対応

・職場の安全衛生 ・就業規則、社内規定等による

・労働災害・労働疾病 　明確化

・従業員の健康管理

・環境マネジメントシステム ・ISO14001認証登録済

　（登録組織全般における半導体

　　製品の製造及び半導体応用製品

　　の開発・設計・製造）

・優先的地位の濫用の禁止 ・社内規定等による明確化

・知的財産の尊重

・適切な輸出管理など

・品質マネジメントシステム ・ISO9001認証登録済（集積回路及び

　部品実装モジュールの製造）

・コンピュータ・ネットワーク ・ISO27001認証登録済

　脅威に対する防御 　（全組織・全業務）

・個人情報の漏洩防止

・顧客・第三者の機密情報の

  漏洩防止

・国際社会・地域社会の発展に ・森林保全活動、献血、清掃活動等

  貢献する自主的活動 　を実施
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シャープタカヤ企業行動憲章

　ＣＳＲの取組み（１）

■シャープタカヤ企業行動憲章

●品質・安全性

●情報セキュリティ
   

●社会貢献

●CSR推進 全般
  

    

●人権・労働

●安全・衛生

●環境

●公正取引・倫理



　　事業基盤の強化及びＣＳＲの観点から情報
　セキュリティの世界標準規格であるＩＳＯ２
　７００１：２００５「情報セキュリティマネ
　ジメントシステム（ＩＳＭＳ）を全社で認証
　取得しました。

・本社・開発技術センター入退出のセキュリティ対策 

・識別カードによるセキュリティ区域の管理基準 

   ２．セキュリティの管理策及び具体的な推進内容

情報の取扱い手順 機密文書①鍵付書庫へ保管、②切断廃棄、③複写ルール徹底

パスワードの利用  PCパスワードの管理徹底

クリアデスク 離席時は紙文書を放置しない

クリアスクリーン 離席時コンピュータロックの実施　

情報セキュリティ 業務ミスによる改ざん防止

の意識向上 関係者によるチェック、業務手順教育

外部メールの添付ファイルはウイルスチェックを実施

事業に重大な影響を及ぼすリスクを想定した模擬訓練の実施（１回／年）

（例）火災、システム障害を想定

　 １．セキュリティ対策 

<情報セキィリティ管理組織>

　<取組み状況>

　ＣＳＲの取組み（２）
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   ３．事業継続管理

■情報セキュリティの取組み

ISO27001サーベイランス審査

管理策 具体的な推進内容

（各部門単位構成）

経 営 責 任 者

ＩＳＭＳ管理責任者

ＩＳＭＳ会議

内部ＩＳＭＳ監査

ＩＳＭＳ推進委員会

ＩＳＭＳ事務局

部門長

推進委員

部門長

推進委員



■岡山エコ・ドライブ２０１０ ■企業との協働の森づくり事業

　　細かな車両管理を実施するとともにアイ 　　岡山県の「企業との協働の森づくり事業」

　ドリングストップ運動を推進しています。 　に参画し、松くい虫の被害が深刻な矢掛町の

　　取引先との打合せは、電話会議等を活用 　高妻山亀島キャンプ場周辺の森林整備を行な

　して車両の使用を抑制しています。 　っています。

　

■スマート通勤おかやま２００９ ■献血活動に参加

　　「スマート通勤おかやま」の運動期間中 　　社会貢献、献血者の健康管理などの観点

　延べ１９３名が自動車・バイクによる通勤 　から毎年、献血に協力しています。

　から通勤車両の乗合せ、自転車、徒歩など
　ＣＯ２排出量の少ない方法に変更して通勤

　しました。

　<スマート通勤期間>

　　2009年10月26日～10月30日

　<2009年度の削減量>

ＣＯ２削減量

ガソリン削減量

　事業所周辺の「ごみゼロ」を目指し、クリーン作戦を実施しています。国道２号線側道
町道については各２回実施しました。また、２００７年度よりは、開発技術センターの
クリーン作戦を開始しました。

■里見川水系水質保全協議会への参加

　当社は、生活排水、及び空調排水を里見川に放流しています。里見川水系の水質浄化を
推進するため、地域住民及び周辺自治体、事業者からなる「里見川水系水質保全協議会」
に参加し、里見川の水質浄化活動に協力しています。
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　社会貢献活動

■クリーン作戦

開発技術センター本社

410ｋｇ－ＣＯ２

195Ｌ



シャープタカヤ電子工業株式会社
岡山県浅口郡里庄町里見3121-1
TEL　0865-64-4131（代表）
http://www.s-takaya.co.jp/




